
 

 

高砂市子育て支援に関するアンケート調査 
【調査ご協力のお願い】 

日頃から市行政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

市では、これまで平成 26年度に「高砂市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、市の子育て環

境をより良いものにするため、様々な施策に取り組んできましたが、この計画の期間が来年度で終了

することから、これまでの計画の見直しを進めています。 

計画の見直しにあたり、子育ての現状や子育て支援サービスに関するご要望等を把握するため、小

学生のお子さんがいらっしゃる世帯（無作為で抽出）を対象に、「高砂市子育て支援に関するアンケ

ート調査」を実施します。 

調査の趣旨をご理解いただき、ぜひご協力くださいますようお願い申し上げます。 

なお、ご回答いただきました内容は、すべて統計的に処理し、調査目的以外に使用することはあり

ません。 

高 砂 市 長  登  幸人 

高砂市教育長  衣笠 好一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて 12月 21日（金）まで

に、通っている小学校にご持参、または郵送くださるようお願いいたします。 

 

【この調査に関する問い合わせ先】 

〒676-8501 高砂市荒井町千鳥 1-1-1 

高砂市 こども未来部 子育て支援室 子育て支援課 

電話 079-443-9024      

 

【小 学 生 用】 

【ご記入にあたってのお願い】 

1. アンケート調査票には、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

2. 特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

3. 数字（年齢や時間等）をおうかがいする質問では、□に数字をご記入ください。また、時間につ

いては 24時間制でご記入ください。（例：午後１時→13時） 

4. 選択形式の設問の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので、注意書きに従ってく

ださい。また「その他」をお選びいただいた場合は、その後にある（  ）内に具体的な内容をご記

入ください。 

5. 設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印に従ってご

回答ください。特にことわりのない場合は、次の設問にお進みください。 

資料②－２ 
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◎いただいた回答は地域の子育て支援の充実に活かします！ 

アンケートで回答いただいたご意見は、市でとりまとめ、高砂市子ども・子育て・若者

会議、高砂市子ども・子育て部会、高砂市若者部会での検討のもと、次期高砂市子ども・

子育て支援事業計画に反映します。市では、計画に基づいて質の高い教育や保育、子ども

や子育て家庭の支援の環境整備を行います。 

 

（用語の解説） 

・児童発達支援センター：言語や知的面で支援が必要な子どもが、基本的な生活習慣を身につけ、生活経

験を豊かにするよう支援しています。 

・子育て支援センター：子育てに関する不安や悩みが解消できるよう、相談に応じたり、情報提供を行う

施設で、子育て中の親子が交流しています。 

・学童保育：保護者が仕事などで、昼間家庭にいない子どもが、授業終了後や夏休み等の間、学童保育所

で過ごしています。 

・居宅訪問型保育（キッズシッター）：保育者が子どもの家庭で、仕事や病気などの理由で保育できない保

護者に代わって子どもを預かる事業です。 

・子育て短期支援事業（ショートステイ）：保護者の急病、出産、冠婚葬祭などで家庭で子どもをみるこ

とが難しい場合などに、児童養護施設などで預かっています。 

・病児・病後児保育事業：病気やケガなどで保育所等での集団生活が難しく、保護者が仕事などで家でみ

ることができない場合に子どもを預かっています。 

・ファミリー・サポート・センター事業：子育ての援助を受けたい人と子育ての援助を行いたい人が会員

として登録し、会員同士で育児の援助を行っています。 
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問１ お住まいの地区（小学校区）はどちらですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

問２ あて名のお子さんは何年生ですか。（○は１つ） 

 

問３ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えく

ださい。（○は１つ） 

 

問４ この調査票にご回答いただく方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ） 

 

問５ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 

（○は１つ） 

 

問６ あて名のお子さんの父母の就労状況は次のどれに当てはまりますか。（○は１つ） 

①母親（○は１つ） ②父親（○は１つ） 

１．フルタイムで就労 

（産休・育休・介護休業中を含む） 

２．パート・アルバイトで就労 

（産休・育休・介護休業中を含む） 

３．働いていない 

４．母親はいない 

１．フルタイムで就労 

（育休・介護休業中を含む） 

２．パート・アルバイトで就労 

（育休・介護休業中を含む） 

３．働いていない 

４．父親はいない 

※フルタイムとは週５日程度、１日８時間程度の就労のこと（会社役員・正社員・契約社員・自営などすべ

てを含みます）  

お住まいの地域についておうかがいします。 

あて名のお子さんとご家族の状況についておうかがいします。 

１．１年  ２．２年  ３．３年  ４．４年  ５．５年  ６．６年 

１．母親      ２．父親      ３．その他（        ） 

１．配偶者がいる  ２．配偶者はいない 

１．父母ともに   ２．主に母親    ３．主に父親 

４．主に祖父母   ５．その他（             ） 

１．高砂    ２．荒井    ３．伊保     ４．伊保南    ５．中筋 

６．曽根    ７．米田    ８．米田西    ９．阿弥陀    10．北浜 
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問７ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。（○は１つ） 

１．あった                  ２．なかった    ⇒【問８へ】 

 

問７で「１．あった」に○をつけた方におうかがいします。                

問７－１ あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できな

かった場合に、この１年間にどのように対処しましたか。 

１年間の対処方法（○はいくつでも） 年間日数 

１．父親が休んだ 年    日 

２．母親が休んだ 年     日 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 年     日 

４．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 年     日 

５．病児・病後児の保育を利用した 年     日 

６．キッズシッターを利用した 年     日 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した 年     日 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 年     日 

９．その他（                    ） 年     日 

  ※半日程度の場合も、１日とカウントしてください。 

⇒【「１」「２」以外を選んだ方は問８へ】 

問７－１で「１．父親が休んだ」「２．母親が休んだ」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

問７－２ 父親又は母親が仕事を休んで子どもをみたとき、できれば「病児・病後児のための

保育施設等を利用したい」と思われましたか。（○は１つ） 

※病児・病後児保育施設の利用前には、病院等での受診が必要になります。 

※利用には、利用料などの一定の費用がかかります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したいと思った ⇒年間     日 

２．利用したいとは思わなかった 

 

問８ 病児・病後児のための保育施設等がより利用しやすくなるために、どのようなことが必要

だと思いますか。利用したことがない方もお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．家から近い場所に整備してほしい。 

２．学校等から病児保育施設までを送迎してほしい 

３．病児・病後児保育に関する情報をわかりやすく発信してほしい 

４．特にない 

５．その他（                                ） 
  

あて名のお子さんの病気の際の対応や 
一時預かりの利用などについておうかがいします。 
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問９ あて名のお子さんについて、保護者の私用、通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くら

い一時的な教育・保育事業を利用する必要があると思いますか。 

利用したい目的（○はいくつでも） 年間利用日数 

１．私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフ

レッシュ目的のために利用したい 
年     日 

２．保護者の用事（冠婚葬祭、学校行事、保護者や家族の通院等）の

ために利用したい 
年     日 

３．不定期の就労のために利用したい  年     日 

４．その他（              ）のために利用したい 年     日 

５．利用する必要はない・利用したいとは思わない  

 

問10 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、入院、長期出張等）により、あて名のお子さんを

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（預け先が見つか

らなかった場合も含みます。）（○はいくつでも） 

対処方法（○はいくつでも） 年間利用泊数 

１．（同居者を含む）親族・知人にみてもらったことがあった  年     泊 

２．子育て短期支援事業（ショートステイ）を利用したことがあった 年     泊 

３．仕方なく子どもを同行させたことがあった 年     泊 

４．仕方なく子どもだけで留守番をさせたことがあった 年     泊 

５．その他（                    ） 年     泊 

６．みてもらわなければならないことはなかった  
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問11 あて名のお子さんは、毎日朝食を食べていますか。（○は１つ） 

 

問11で「２．週に４～５日食べる」～「４．ほとんど食べない」のいずれかに○をつけた方に

おうかがいします。 

問11－１ 朝食を規則的に食べない理由はどれですか。（○は３つまで） 

１．時間がないから              ２．子どもの食欲がないから 

３．家族が食べないから            ４．作るのがめんどうだから 

５．その他（                ） 

 

問12 あて名のお子さんはひとりだけで夕食をとることがありますか。（○は１つ） 

１．ない                 

３．週に３～５回程度ある 

２．週に１～２回程度ある 

４．ほぼ毎日ひとりでとる 

 

問13 あて名のお子さんの日ごろの食生活で、不安に思っていることはありますか。（○は３つまで） 

１．栄養バランス 

３．肥満について 

５．その他（            ）  

２．アレルギーへの対応 

４．生活習慣病について 

６．特に不安に思うことはない 

 

問14 あて名のお子さんは学校の授業以外で、１日30分以上の運動やスポーツをしていますか。外

遊びや習い事なども含みます。（○は１つ） 

１．毎日          ２．週に５～６日      ３．週に３～４日 

４．週に１～２日      ５．月に１～２日程度    ６．特に運動していない 

 

問15 あて名のお子さんの、平日の起床時刻と就寝時刻を記入してください。（24時間制で） 

①起床時刻     時    分ごろ  ②就寝時刻     時    分ごろ 

 

問16 あて名のお子さんは、学校の授業時間以外で、１日に何時間くらい勉強しますか。（○は１つ） 

１．30分未満      ２．30分～１時間未満   ３．１～２時間未満 

４．２～３時間未満   ５．３時間以上      ６．していない 

 

問17 あて名のお子さんは、１日に何時間くらいテレビ（インターネット接続を含む）を見ていま

すか。（○は１つ） 

１．30分未満      ２．30分～１時間未満   ３．１～２時間未満 

４．２～３時間未満   ５．３時間以上      ６．まったく見ない 

 

１．ほとんど毎日食べる ⇒【問12へ】 

２．週に４～５日食べる   ３．週に２～３日食べる   ４．ほとんど食べない   

あて名のお子さんのふだんの様子についておうかがいします。 
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問18 あて名のお子さんは、１日何時間くらい家で読書をしていますか（○は１つ） 

１．30分未満      ２．30分～１時間未満   ３．１～２時間未満 

４．２～３時間未満   ５．３時間以上      ６．していない 

 

問19 あて名のお子さんは、携帯電話（スマートフォン・タブレット等を含む）を持っていますか。

（○は１つ） 

１．持っている     ２．持っていない     ３．家族等のものを使用している 

 

問20 あて名のお子さんは、１日に何時間くらいゲーム（ネットゲーム・スマホゲームを含む）な

どで遊んでいますか。（○は１つ） 

１．30分未満      ２．30分～１時間未満   ３．１～２時間未満 

４．２～３時間未満   ５．３時間以上      ６．まったくしない 

 

問21 あて名のお子さんは、イライラしたり、ふさぎこんだりすることがありますか。（○は１つ） 

１．よくある                ２．ときどきある    

３．まったくない ⇒【問 22 へ】 

 

問21で「１．よくある」もしくは「２．ときどきある」に○をつけた方におうかがいします。 

問21－１ その時、どのように対応しましたか。 

 

 

問22 あて名のお子さんは、「学校へ行きたくない」とか「学校を休みたい」と言うことがあります

か。（○は１つ） 

１．よくある               ２．ときどきある 

３．まったくない   ⇒【問23へ】 

 

問22で「１ よくある」もしくは「２ ときどきある」に○をつけた方におうかがいします。 

問22－１ その時、どのように対応しましたか。 
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問23 最近、マスメディア等で、児童の虐待について取り上げられていますが、あなたの身近なと

ころで、子どもの虐待を見たり聞いたりしたことがありますか。（○は１つ） 

１．ある 

２．虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある 

３．ない    ⇒【問24へ】 

 

問23で「１．ある」もしくは「２．虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがあ

る」に○をつけた方におうかがいします。 

問23－１ その時、どのように対応しましたか。（○はいくつでも） 

１．市役所に連絡した ２．中央こども家庭センターに連絡した 

３．民生委員・児童委員や主任児童委員に連絡した ４．警察に連絡した 

５．保育所・幼稚園等や学校などに連絡した ６．知り合いの人たちで相談して対応した 

７．その他（                              ） 

８．特に何もしていない 

 

問24 あて名のお子さんが、最近１年間でチカン･不審者などの被害にあったことがありますか。

（○は１つ） 

１．ある ２．ない 

 

問25 あなたは、最近１年間で知り合いからチカン･不審者などの被害の話を聞いたことがありま

すか。（○は１つ） 

１．ある ２．ない 

 

問26 子どもの安全を守るために、特に重要と思われることは次のうちどれですか。（○は３つまで） 

１．地域の交通安全活動の充実・強化 

２．歩行者や自転車のための交通安全施設（ガードレール･歩道）の整備 

３．地域ぐるみのパトロールなど子どもを犯罪から守るための取り組み 

４．子どもの遊び場の安全対策      

５．不審者の進入防止など、学校の安全対策 

６．犯罪にあいそうになった時の対応についての教育 

７．その他（             ） 

  

児童虐待や防犯についておうかがいします。 
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「新・放課後子ども総合プラン」 

国は、放課後児童クラブ（学童保育）の待機児童の早期解消や、放課後児童クラブ

（学童保育）と放課後こども教室の一体的な実施の推進等による全ての児童の安全・安

心な居場所の確保を図ること等を内容とした、５年間の計画を立てています。 

「新・放課後子ども総合プラン」に掲げられている目標は以下の４つです。 

○放課後児童クラブについて、2021年度末までに約 25万人分を整備。2023年度

末までに計約 30万人分の受け皿を整備。 

○全ての小学校区で、放課後児童クラブと放課後子ども教室を一体的又は連携して実施

し、うち小学校内で一体型として１万箇所以上で実施することを目指す。 

○放課後児童クラブ・放課後子ども教室を新たに整備等する場合には、学校施設を徹底

的に活用するとともに、新たに開設する放課後児童クラブの約 80%を小学校内で実

施することを目指す。 

○子どもの主体性を尊重し、子どもの健全な育成を図る放課後児童クラブの役割を徹底

し、自主性、社会性等のより一層の向上を図る。 

 

問27は、あて名のお子さんが低学年の方におうかがいします。                 

問27 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校

終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。すでに通っている・利用し

ている方も、希望をご記入ください。（○はいくつでも）「５．学童保育所」を選んだ方は、

希望する時間を必ず24時間制で記入してください。 

（※1）「放課後子ども教室」･･･放課後や休日を利用し、小学生を対象として、学習か体験活動を通じて、

児童の安心安全な居場所づくりを学校・地域で実施しています。【活動内容例：高砂プレイランド、

こどものまち高砂、陸上教室等】 

 

 

 

１．自宅 週   日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週   日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週   日くらい 

４．放課後子ども教室（※1） 月   日くらい 

５．学童保育所 
週   日くらい 

→下校時から    時まで 

６．公民館や図書館などの公共施設 週   日くらい 

７．その他（具体的に：              ） 週   日くらい 

子どもの居場所についておうかがいします。 

次
ペ
ー
ジ
の
問
28
・
29
を
回
答
し
た
後
、
問
30
へ 
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ここからは、全員の方におうかがいします。                         

問28 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）のうちは、放課後（平日の小学校

終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。すでに通っている・利用し

ている方も、希望をご記入ください。（○はいくつでも）「５．学童保育所」を選んだ方は、

希望する時間を必ず24時間制で記入してください。 

（※1）「放課後子ども教室」･･･放課後や休日を利用し、小学生を対象として、学習か体験活動を通じて、

児童の安心安全な居場所づくりを学校・地域で実施しています。【活動内容例：高砂プレイランド、

こどものまち高砂、陸上教室等】 

 

問29 学童保育に望むことは何ですか。（自由記述） 

 

 

問27または28で「５．学童保育所」の希望がある方におうかがいします。            

問30 学童保育所について、土曜日、日曜日・祝日、夏休み・冬休みに利用希望はありますか。 

※現在、日曜日・祝日は実施していません。※利用には、利用料など一定の費用がかかります。 

 ①～③ 

それぞれ○は１つ 

利用希望時間帯 

（24時間制で） 

①土曜日 

１．低学年の間は利用したい 

２．高学年になっても利用したい 

３．利用する必要はない 

 

②日曜日・祝日 

１．低学年の間は利用したい 

２．高学年になっても利用したい 

３．利用する必要はない 

 

③夏休み・冬休み 

１．低学年の間は利用したい 

２．高学年になっても利用したい 

３．利用する必要はない 

 

 

 

 

 

１．自宅 週   日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週   日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週   日くらい 

４．放課後子ども教室（※1） 月   日くらい 

５．学童保育所 
週   日くらい 

→下校時から    時まで 

６．公民館や図書館などの公共施設 週   日くらい 

７．その他（具体的に：              ） 週   日くらい 

    時 ～    時 

    時 ～    時 

    時 ～    時 
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すべての方におうかがいします。                               

問31 あて名のお子さんの普段の主な遊び場はどこですか。（○は３つまで） 

１．自宅・親族の家 ２．友だちの家 ３．地域にある公園 

４．学校のグラウンド ５．図書館などの公共施設 ６．ショッピングセンター 

７．ゲームセンター ８．その他（                 ） 

 

問32 あて名のお子さんは現在、何か地域活動やグループ活動に参加していますか。（○はいくつでも） 

１．子ども会活動    ２．スポーツ活動     ３．文化・芸術・音楽活動 

４．高齢者との交流   ５．障がい者との交流   ６．外国人との交流 

７．郷土の歴史や芸能に触れる活動         ８．自然と接する活動 

９．リサイクル活動等の環境分野での社会貢献活動  10．ボランティア活動 

11．その他（                 ） 

 

問33 家庭以外のお子さんの居場所に、どのようなことを望みますか。（○は３つまで） 

１．自宅に近い 

２．商店街など便利で活気のある場所 

３．異年齢の子どもや大人と触れ合える 

４．同年齢の子どもが一緒に遊べる 

５．子どもの仲間づくりができる 

６．勉強や英会話、パソコンなどを教えてくれる 

７．専門的な指導員がいて子どもを見守ってくれる 

８．遊具等を使って自由に遊べる 

９．スポーツを楽しめる 

10．子ども自身の悩みなどを積極的に聞き相談にのってくれる人がいる 

11．曜日や時間にかかわりなく、いつでも利用できる 

12．子ども食堂等で食事をしたり、宿題を見てくれる場所がある 

13．その他（                                ） 

 

問34 放課後子ども教室を利用したいと思いますか。（○は１つ） 

１．すでに利用している（したことがある） ⇒【問 35へ】 

２．利用していないが、今後利用したい   ⇒【問 35へ】 

３．利用したくない 

 

問34で「３．利用したくない」に○をつけた方におうかがいします。            

問34-１ その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．利用料がかかるから、利用料が高いから  ２．サービスの質に不安があるから 

３．施設の質に不安があるから      ４．習い事等のため、通わせる時間がないから 

５．利用時間が合わないから       ６．子どもに他のことをしてほしいから 

７．その他（                              ） 
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問35 あて名のお子さんに読み聞かせをしていますか。（○は１つ） 

１．している ２．していない 

 

問36 あなたは、子育てに関して不安や負担を感じていますか。（○は１つ） 

 

問37 子育てに関して、あなたが日頃悩んでいることや気になることはどのようなことですか。 

（○はいくつでも） 

１．発育・発達に関すること  

２．食事や栄養に関すること 

３．養育の方法がよくわからないこと  

４．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

５．子どもとの時間を十分にとれないこと  

６．話し相手や相談相手がいないこと 

７．仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと  

８．近所に子どもの遊び相手がいないこと 

９．子どもの友達づきあい（いじめを含む）  

10．登校拒否などの問題に関すること 

11．勉強や進学のこと 

12．子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと 

13．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと 

14．自分の子育てについて、まわりの見る目が気になること 

15．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

16．子どもを叱りすぎているような気がすること 

17．イライラした時などに子どもにあたってしまうこと 

18．子育てが面倒になって、子どもの相手をする気がなくなることがあること 

19．病気やケガをした時、救急病院などがわからないこと 

20．その他（                                 ） 

21．特にない 

  

１．非常に不安や負担を感じる      ２．なんとなく不安や負担を感じる 

３．あまり不安や負担を感じない     ４．まったく感じない 

５．なんともいえない  

子育て全般についておうかがいします。 



13 

問38 あなたは、お子さんの子育て（教育を含む）に関して、どなたに相談していますか。 

（○はいくつでも） 

 

問39 兵庫県や高砂市内の子どもに関する相談先について、Ａ：知っている・Ｂ：これまでに利用

したことがあるの、それぞれに「１．はい」、「２．いいえ」のどちらかに○をつけてください。 

相談先 
Ａ 

知っている 

Ｂ 
これまでに利用 
したことがある 

はい いいえ はい いいえ 

①高砂市子育て支援センター １ ２ １ ２ 

②高砂市保健センター １ ２ １ ２ 

③高砂児童学園（マミーサポート） １ ２ １ ２ 

④高砂市教育相談 １ ２ １ ２ 

⑤適応指導教室（のびのび教室） １ ２ １ ２ 

⑥兵庫県中央こども家庭センター １ ２ １ ２ 

⑦ひょうご発達障害者支援センター「クローバー」 １ ２ １ ２ 

⑧高砂市子育て支援課（こどもホットライン） １ ２ １ ２ 

⑨高砂市子育て世代包括支援センター １ ２ １ ２ 

  

１．配偶者・パートナー          ２．親族（親・きょうだいなど） 

３．友人・知人              ４．近所の人 

５．職場の人               ６．子育て支援センター 

７．幼稚園・保育所等、学校の保護者の仲間 ８．子育てサークルの仲間   

９．保健センター             10．兵庫県中央こども家庭センター 

11．保育所・幼稚園・認定こども園の先生  12．小学校の先生 

13．民生委員・児童委員・主任児童委員   14．かかりつけの医師 

15．市の子育て関連窓口          16．民間の電話相談 

17.インターネット相談           18．その他（              ） 

19．相談したいが、相談できる人は誰もいない 

20．誰にも相談したくない、相談しないで自分で解決する 
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問40 あなたのお子さんに発達の遅れや障がいがあった場合、どのようなことに力を入れてほしい

と思いますか。（○はいくつでも） 

１．発達の遅れや障がいの程度に応じ、十分な教育が受けられる障がい児教育を充実する 

２．リハビリテーション機能を備えた施設を整備する 

３．家庭において自立した生活ができるよう福祉制度やサービスを充実する 

４．福祉についての情報、相談・指導などの窓口を充実する 

５．健康診断、予防、治療、機能回復訓練など保健・医療を充実する 

６．学習したり、スポーツやレクリエーションなどを楽しむ場や機会を充実する 

７．障がい児が快適で安全に利用できる乗物、道路、建物などの整備を進める 

８．地域での交流事業を推進する 

９．保育や教育が受けられる体制を整備する 

10．まわりの人の障がい児に対する理解を深める啓発や学習を充実する 

11．その他（                                 ） 

 

問41 今後、お子さんが思春期に入っていきます。思春期を経て大人になっていく過程で、お子さ

んに必要と思われる取り組みはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

１．生命の尊さについての学習        ２．食生活についての学習 

３．飲酒、喫煙、薬物の害についての学習   ４．性についての正しい情報の提供 

５．乳幼児や低学年児童との交流       ６．様々な大人や高齢者との交流 

７．地域でのボランティア活動        ８．社会体験 

９．自然体験                10．健康についての学習 

11．その他（            ）   12．特に必要と思わない 

 

問42 あなたの地域は、子どもや子育て家庭などを支援する体制があると思いますか。（○は１つ） 

１．そう思う      ２．どちらともいえない     ３．そう思わない 

 

問43 地域において、子どもや子育て家庭に対してどのような支援活動があればよいと思いますか。 

（○は３つまで） 

１．子育て家庭に対する家事支援活動     ２．親の急用時に子どもを預かる活動 

３．閉じこもりがちな親子の見守りと声かけ  ４．地域の高齢者などによる子育て相談 

５．子育て家庭向けのレクリエーション活動  ６．子どもが犯罪に巻き込まれないよう 

見守る活動 

７．児童虐待の予防と早期発見活動      ８．その他（            ） 

９．特に何もいらない  

 

問44 高砂市は子育てしやすいまちだと思いますか。（○は１つ） 

１．子育てしやすいまちだと思う   ⇒【問45へ】 

２．どちらともいえない       ⇒【問45へ】 

３．子育てしやすいまちだと思わない 

次ページの問 44‐１へ 
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問44で「３．子育てしやすいまちだと思わない」に○をつけた方におうかがいします。    

問44－１ 子育てしやすいまちだと思わない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．住環境がよくない        ２．自然環境がよくない 

３．交通機関が不便         ４．教育環境が充実していない 

５．職場と住居が遠い        ６．公園や児童館など子どもの居場所が少ない  

７．近所づきあいや地域活動が盛んではない 

８．地域の子育てネットワークができていない  

９．子育てに関する情報を得にくい  10．事故や犯罪が多く危険 

11．その他（                              ） 

 

問45 子育て支援でもっと力を入れてほしいことは、どのようなことですか。（○はいくつでも） 

１．子どもだけで安心して遊べる場所づくり 

２．異なる年齢の子どもとの交流 

３．親子が安心して集まれる身近な場や機会の充実 

４．親子で楽しめる観劇、音楽会などの文化事業の充実 

５．妊娠期からのサービスや支援の充実 

５．子育てに困った時に相談したり情報を得られる場の充実 

６．安心して子どもが医療機関にかかれる体制の整備 

７．残業時間の短縮や休暇の取得促進などについての企業への働きかけ 

８．育児休業・介護休暇等の取得促進についての企業への働きかけ 

９．再就職についての支援の充実 

10．子育てサークルへの支援の充実 

11．学校教育・保育（幼稚園や保育所、認定こども園）の充実 

12．施設環境の改善 

13．公園や歩道の整備の充実 

14．チカンや子どもへのいたずらなどに対する防犯対策の充実 

15．家事支援サービスの整備 

16．その他（                                ） 

 

問46 高砂市の幼児期の教育・保育や子育て支援に関して、ご意見・ご要望があれば、自由にご記

入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

この調査票は、12 月 21 日（金）までに、通っている小学校にご

持参、または郵送くださるようお願いいたします。 


